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車力沖放流ホタテガイ追跡調査

山本 正昭 .浜田 勝雄 .吹越 弘完 '.讐 芸芸手芸芸八志望

三戸 芳典 ･青山 禎夫 ･平野

本調査は､昭和56年 4月に日太海の車力沖に放流した陸奥湾産ホタテガイを追跡調査し､日本海

北部におけるホタテガイ漁場形成の諸条件を究明する目的で行ったものである｡

第 1 回 調 査

調査時期 : 昭和56年 6月24日･7月13日

調査方法 .･ 潜水調査･･････潜水による枠取調査 (1×1m枠で5枠)

水中写真撮影

調査地点 : 図1に示した6地点

調 査 結 果

肘 貝の生息状況

表 1に枠取り結果を示した｡

ホタテガイの生息は全地点で確認さ

れ､生息密度 (生月)は平均5.8枚/

m2であった｡

目視観察からホタテガイは､7-10

m間隔で直径15mの円状の集団で生息

しており､放流後の移動はないようで

あった｡

(2) 貝の成育状況

貝の成長は､図2に他の外海放流ホ

タテガイの成長と共に示した｡殻長は

平均71.4m､全重量は平均 36.1gあり､

放流時からの増殻長は14.OnthLであっ

た｡これは､53年放流貝に比べ放流時

期が早いことと､放流種苗が大きいこ

とから成長がよく､又､12月放流を行

った白糠 ･岩崎沖と比べても劣らぬ結 図1位置図及び調査地点図
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表1 枠 取 り結 果

調査地点 調査月日 水 深 生月数 死月数 へい死

率 生 月1m当りの枚数 殻 長 放流時殻 長 増殻長 全重量 軟体部

重 量 異常貝出現率A 6月24日 Tn 枚 1)枚 Yo 枚
nl耽 nlnL nlnL 5 9 %45 41 47.5 53.7 8.

2 62.8 50.7 12.1 24.7 8.5 63.4B ′′ 43 22

13 37.1 4.4 75.1 59.1 16.0 40.6 13.9 31.8C 7月13日 50 28 56 66.7 5.6 66.7 55.3 ll.4 28.0

9.0 78.6D ′′ 49 42 0 0.0 8.4 74.8 57.2

17.6 39.4 13.7 ll.9E ′′ 45 22 31 58.5 4.4

79.3 62.3 17.0 50.1 17.1 36.4F ′′ 49 18 24 57.1 3.6 69.7 59.7 10.0 33
.
8 12

.
083
.
3

平均 28
.
828
.
6 49.8 5.8 71.4 57.4 14.0 36.1 12.4

50.91)､ 1×1m枠で 2枠 (2mう 採取 した分を5枠

に換算 したO 12345 岩崎沖
白糠沖車力沖 (S56放流)野牛

沖車力沖 (S53放流)一･職 長= 仝重

昂_:12 6 12 6 12 6

図2 青森県外海における放流ホタテガイの成長果で

ある｡図3に貝の区分を示した｡-い死

率と生見中の異常貝出現率の

平均は､各々49.8%､50.9%と極めて悪い結果を示し､放流種苗

に問題があったことが推測された｡さらに､

推定正常貝率(95%信頼度 )では､最高98

.1-78.1%､最

低15.1-0.0%と6地点中5地点と壊滅的な結果となった｡ 調査

点 ロ 生常月率囚 異常貝咽 へい死率車 推定正常貝率(95飾信頼度)

A bUl 100 %24.9.-.9.
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第 2 回 調 査

調査時期 : 昭和56年10月12･13日

調査方法 : 桁網調査･-･･ホタテガイ桁網使用

桁 幅 1.9m

袋網目合 10cm

潜水調査･･････潜水による枠取調査 (1×1m枠)

水中写真撮影

水中カラーテレビ調査

調査地点 : 図4に示した23地点

桁網調査

潜水調査

水中カラーテレビ調査

調 査 結 果

佃 貝の生息状況

桁網調査 ･潜水調査 ･水中テレビの

採捕状況(水中テレビはモニター観察)

を表2-(い､(2)および表2-(3)に示し

た｡

桁網調査で最も多くホタテガイが入

網 したのはst.7で､1,699枚 (生月

1,557枚 ･死貝 142枚)採捕され､m2

当りの生月の生息数は桁網効率を15go

とすると11.2枚となる｡全般に死貝の

入網が少なく生 ･死月数からの単純生

残率85.4%となるが､海底にはサンド

ウェーブ (海底のうねり)が形成され

ており､桁網では谷部に較べ山部が効

率よく曳網されているのが潜水調査に

よって目視された｡さらに､死貝は海

底のうねりの谷部に多く集まることか

ら､桁網効率が生 ･死貝によって異な

ることが予想され､入網貝の比率から

生残率 ･資源量を算出することには問

題があると思われた｡

潜水調査では､m2当りの生月の生息
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表 2-(1) 桁網調査結果

調査地点 水 深 曳 網 状 況 坐 月 数 死 月 数 生 残 率 lnt2当りの生尉女数

時 間 面 積1 47 m 10分 2705m 381枚 6

1枚 86.i% 3.6枚2 46.5 10

764 366 67 84.5 3.23 48 10 764 564 91 86.1

4.94 47 10 705 461 79

85.4 4.45 46.5 10 882

227 19 92.3 1.7■6 47 1

0 823 5 1 83.3 0.047 51 10 939 1557 142 91.7

ll.28 51.5-54 10 882 83 58

58.9 0.69 42 10 939

91 15 85.8 0.610 54.5 10 998 220 147 59.9 1.5

合 計 ま たは平均 3955 680 85.3 3

.1注)桁網効率は15%とした｡調査地点偏1

1ではホタテガイは入網 しなかったO表 2-(2) 潜水調査結果 (生物枠取り)

調査地点 水 深 生月数 死月数 生残率 1m2当り

の生息数1 48m 2枚 2

5枚- 7.4% 0.4枚2 45 10 1 90.9 2

.03 47 26 15 63.4 5

.24 43 - - - -

5 48 36 3 92.3 7.2

6 45 30 5 85.7

6.07 47 26 42 38.2 5.28 44

0 27 0.0 0.0合計あるいは平均 130 118 52.4 3.7

荏) 1地点当り1×1m枠で5枠 (5m2)
st.4ではホタテガイは観察されなかった｡

表2-(3) 水中テレビモニター観察結果調査地点 着底回数 水 深 生月数 死月数 生残
率

1m2当りの生息数1 9 45.5m 1枚

4枚 20.0% 0.5枚2 9 50.5 9 ll 45.0 4.6

3 14 48.0 8 2

80.0 2.34 14 51.0 10 1

90.9 3.3･合計あるいは平均 28 18 60

.9 2.8注)モニター視野は着底 1回につき0.216m
2
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数が0-7.2枚､生残率が0-92.3%と調査地点によって大きなバラツキがみられた｡これは､
桁網調査に較べごく狭い範囲 (生物枠取りは1地点5m2,目視観察は数10m2程度)の観察による

ためである｡目視観察から､生月はサンドウェーブの山･谷部に関係なく一様に生息し､死貝は

谷部に多い状況が認められた｡

水中テレビでは46枚のホタテガイを観察した｡テレビは視野の範囲が狭く (着底1回 につき

0.216m2)､海底全体の状況を把握することはむずかしい反面､完全に無作為に､かつ､海底の

山部と谷部の生息状況がほぼ平均化されて調査できるという利点がある｡

(2) 貝の成育状況

表3に測定結果を､図5に生 ･死貝の殻長組成を示した｡

今回の調査における生月の平均殻長は74.5±6.8m､全重量は33.4±8.6gであった.放流

後の増殻長は6ケ月で18.1mになるが､6-7月に行った潜水調査からの増殻長は3.1mしかな

く､夏期の成長はほとんどみられなかった｡

生 ･死貝の殻長組成をみると､生月の平均殻長が74.5±6.8mでモードが7.5-8.0cmにある

のに対して死貝の平均殻長が71.9±6.9mでモードが7.0-7.5C仇にある ことから､夏期を中

心にへい死 したと思われる｡

生月中の異常貝出現率は､春の調査 (50.9 (% )40

%)に較べ減少し11.4%であった.これは､

春期に異常貝であった貝は夏期にほとんどへ
30

い死したことによるものと思われる｡また､

9.2%の異常貝からの回復を示している貝も

みられた｡

(3) 生残率及び資源量

図6に他の外海放流地区の生残率の推移を

示した｡

生残率及び資源量の算出は､桁網 ･潜水お

よび水中テレビによる調査結果が反映される

ことを考慮 して､ティーセン法によった｡計

算には23地点の生息数を用い､同区画の中に

調査点が2点以上入る場合は加重平均して区

画の生息数とした｡その結果､資源量は2,445

5 6 7 8 9 10(a)殻 長図5 生 ･死貝の殻艮組成万枚と推定した｡実

質放流数は約4,000万枚と思われるので､放流数からの生残率は61.1%となる｡分布はst､7に11.2

枚/'dtいう比較的高い生息密度の区域があるが､ 1.5-7.0枚/n2の範囲の密度で､ほぼ放流区画内

を中心に分布しており､問題になる程の移動はみられなかった｡(41 その他の底生生物表4

に桁網調査によるその他の底生生物の入網結果を示した｡害敵生物であるニッポンヒトデ､ヒトデは各々0.95個/m2,



(%)

12 18放流後の経過日数図6 青森県外海における放流ホタテガイの生残率の推移

表4 底生生物入網数 (桁網調査)調査地点種類 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 合 計 i,000m2当りの生息数ニ ッポンヒ トデ 1 12 51 42 121 121 77 2

5 1 55 8個 0.95個ヒ ト

デ 12 1.43イ 卜マ

キヒ トデ 2 0.24ヒラモ ミジガ イ 26 3.09

ク モ ヒ ト デ 22

1 3 0.36オカメブンブ ク

1 0.12ナ ガ シ

1 0.12エゾイシカゲガイ 2 0.24

ア カ ザ ラ 1 1

0.12巻 貝 SP. 2 0.24

ナ マ コ 1 0.12タ コ 1 1 0.12魚 類 1 4

0.48(5) 53年放流貝桁網調査でst､3.4.7で各々40枚､ 4枚､

1枚の53年放流の生月を採捕 したが､その残存量は少ない｡ま と め第 1回調査において得ら

れた結果は極めて悪いものであったが､第 2回調査で全域にわたって調査 した結果では放流からの生残歩留が61.170

(正常月が52.8-55.8%)で､放流海域を中心に分布し､大きい移動 ･分散がなく､また増殻長は18.

1mmとなり､今後の経過に期待が持てることが明らかになった｡今後の課題として､放流後 6ケ月で生残率61.1go(へい死率38.9go)は､初期減耗が




